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損益状況
(単位：百万円) 2021年9月期 2022年9月期

前期比増減額
(増減率)

売上高 96,241 95,331
(旧基準：96,555)

旧基準比較 +313
(+0.3％)

売上総利益 20,431 21,109 +678
(+3.3％)

売上総利益率 21.23% 22.14%
(旧基準：21.86％)

旧基準比較 +0.63P

(参考)減価償却前
営業利益 2,917 2,954 +37

(+1.3％)

営業利益 1,543 1,448 ▲95
(▲6.2％)

経常利益 1,656 1,531 ▲124
(▲7.5％)

当期純利益 1,155 324 ▲830
(▲71.9％)

2022年9月期
通期業績予想

達成率

95,500 99.8％

ー ー

ー ー

ー ー

1,550 93.5％

1,660 92.3％

1,160 28.0％

※単位未満切り捨てにて表示

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から適用しております。

本会計基準を適用しない場合の旧基準ベースと比較して売上高が1,223百万円減少、売上総利益率が0.28P上昇しております。

高島店の固定資産残存簿価の一部を減損処理し、特別損失を991百万円計上
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(単位：百万円) 2021年9月期 2022年9月期
前期比増減額
(増減率)

店舗売上

フーズ 66,093 65,531
▲562

(▲0.9％)

ノンフーズ 26,599 25,971
▲628

(▲2.4％)

ガソリンスタンド 3,170 4,663
+1,493
(+47.1％)

不動産賃貸料収入 378 389
+11

(+3.0％)

合計 96,241 96,555
+313

(+0.3％)

※単位未満切り捨てにて表示

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から適用しておりますが、

実質比較のため、当ページでは2021年９月期、2022年９月期ともに旧基準ベースで記載しております。

マスクなどのコロナ対策商品・玩具や書籍などの巣ごもり需要が落ち着く

2021年12月10日に上中店駐車場内にガソリンスタンド(GS)を新設
単価上昇によりGS客単価は前期から約18％高、外出需要回復・支持率アップにより既存GS(上中店除く)客数は約12％増
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(単位：百万円) 2021年9月期 2022年9月期
前期比増減額
(増減率)

人件費 11,791 11,873
+82

(+0.7％)

減価償却費 1,373 1,506
+132

(+9.7％)

改装・修繕等 1,177 1,456
+278

(+23.6％)

水道光熱費 1,198 1,454
+255

(+21.3％)

その他 3,346 3,370
+24

(+0.7％)

合計 18,887 19,661
+773

(+4.1％)

※単位未満切り捨てにて表示

販売費及び一般管理費
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営業利益増減要因

2022年9月期2021年9月期

省エネ空調・
冷蔵冷凍ケースへの更新等

単価急上昇
省エネ設備への更新により
電力使用量は約４％減

伊賀店・瑞穂店の改装や
外壁・トイレ等の大型修繕

労働時間は約２％減も
単価上昇

売上増※・
定番MD再構築や

ロスコントロールにより
売上総利益率0.63P※アップ

※旧基準比較

※単位未満切り捨てにて表示

(単位：百万円)
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※単位未満切り捨てにて表示

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を

第１四半期会計期間の期首から適用しております。

2021年9月期は旧基準ベース・2022年9月期は新基準ベースで記載しております。
四半期別損益状況
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(単位：百万円)
第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

2021年
9月期

2022年
9月期

前期差
2021年
9月期

2022年
9月期

前期差
2021年
9月期

2022年
9月期

前期差
2021年
9月期

2022年
9月期

前期差

売上高 23,249 22,835 ー 23,615 23,902 ー 24,365 24,091 ー 25,011 24,503 ー

売上総利益 5,027 4,979 ▲48 4,959 5,256 +297 5,189 5,372 +183 5,255 5,501 +245

売上総利益率 21.62% 21.80% ー 21.00% 21.99% ー 21.30% 22.30% ー 21.01% 22.45% ー

販管費 4,627 4,713 +86 4,650 4,847 +197 4,689 4,900 +211 4,920 5,198 +278

人件費 2,906 2,930 +23 2,887 2,977 +90 2,992 3,013 +21 3,004 2,950 ▲53

販売費 674 707 +33 680 758 +78 671 758 +86 841 1,061 +220

うち水道光熱費 279 311 +31 283 340 +57 262 328 +65 372 473 +101

管理費 1,046 1,074 +28 1,082 1,111 +28 1,025 1,128 +102 1,074 1,186 +111

(参考)減価償却前
営業利益 730 616 ▲113 649 782 +132 844 850 +6 692 705 +12

営業利益 399 265 ▲134 308 408 +100 499 472 ▲27 335 302 ▲33



(単位：百万円) 2021年9月期 2022年9月期
前期比増減額
(増減率)

売上高 93,736 93,911 +175
(+0.2％)

売上総利益 19,945 20,552 +606
(+3.0％)

売上総利益率 21.28％ 21.88％ +0.61P

販管費 18,091 18,915 +823
(+4.6％)

(参考)減価償却前
営業利益 3,006 2,898 ▲108

(▲3.6％)

営業利益 1,853 1,636 ▲217
(▲11.7％)

営業利益率 1.98％ 1.74％ ▲0.23P

既存店：みゆき店(2021年1月閉店) ・黒部店(2020年10月開店) ・JJ Plus！ (2020年12月開店)を除く

※単位未満切り捨てにて表示

既存店損益状況
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から適用しておりますが、

実質比較のため、当ページでは2021年９月期、2022年９月期ともに旧基準ベースで記載しております。
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水道光熱費 +249
改装・修繕等 +300
減価償却費 +114

等



(単位：百万円) 2021年9月期末 2022年9月期末 増減

資
産
の
部

流動資産合計 17,733 16,877 ▲856

うち現金及び預金 8,031 6,200 ▲1,831

うち商品 7,332 8,232 +900

固定資産合計 23,977 23,415 ▲562

資産合計 41,710 40,292 ▲1,418

※単位未満切り捨てにて表示

負
債
・
純
資
産
の
部

負債合計 26,048 24,478 ▲1,569

うち有利子負債
(長期借入金・リース債務)

11,008 8,854 ▲2,154

純資産合計 15,662 15,813 +151

負債純資産合計 41,710 40,292 ▲1,418

自己資本比率 37.5％ 39.2％ +1.7P

貸借対照表
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(単位：百万円) 2022年9月期通期 2023年9月期通期 増減額(増減率)

売上高 95,331 96,000 +668(+0.7％)

(参考)減価償却前営業利益 2,954 2,700 ▲254(▲8.6％)

営業利益 1,448 1,100 ▲348(▲24.1％)

経常利益 1,531 1,180 ▲351(▲23.0％)

当期純利益 324 1,000 +675(+208.0％)

(単位：百万円) 2022年9月期2Q累計 2023年9月期2Q累計 増減額(増減率)

売上高 46,737 47,000 +262(+0.6％)

(参考)減価償却前営業利益 1,399 1,100 ▲299(▲21.4％)

営業利益 674 300 ▲374(▲55.5％)

経常利益 735 350 ▲385(▲52.4％)

当期純利益 603 450 ▲153(▲25.4％)

※単位未満切り捨てにて表示
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業績予想

特別利益として省エネ空調・冷蔵冷凍ケースへの入替による補助金収入、退職給付制度改定益の計上を見込む



営業利益予想の前提条件

2022年9月期 2023年9月期

引き続き定番MD再構築や
ロスコントロールにより

売上総利益率0.47Pアップを見込む

労働時間は約１％減も
単価上昇を見込む

引き続き改装や
老朽設備の入替・修繕を見込む

電力使用量は前期並みも
引き続きの単価上昇を見込む

引き続き省エネ空調・
冷蔵冷凍ケースへの更新を見込む

ｄポイント導入による
販売促進強化等

※単位未満切り捨てにて表示

(単位：百万円)
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年間配当金

基準日 2021年9月期実績 2022年9月期実績 2023年9月期予想

第２四半期末 5.00円 5.00円 5.00円

期末 16.00円 17.00円 17.00円

合計 21.00円 22.00円 22.00円

配当性向
（対 経常利益額）

10.2％ 11.5％ 14.9％

配当性向
（対 税引後当期純利益）

14.6％ 54.2％ 17.6％

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題の一つとして位置づけております。

また、昨年発表しました中期経営計画に基づき、収益基盤でもある既存店への設備投資やＩＴ関連投資、

有利子負債の削減、配当等による株主還元の強化に取り組んでおります。

配当については、「業績動向・財務体質強化とのバランス」を総合的に考慮の上、経常利益額を基準とした

業績連動型を配当方針としております。
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本資料は、投資家の皆様に当社についての理解を深めていただくことを目的として作られたもので、

当社への投資勧誘を目的としたものではありません。

本資料中の業績予想等に関する記述につきましては、確約や保障を与えるものではありません。

また、将来における当社の業績は、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、

ご利用ください。

実際の業績等は、経営環境の変動、不可抗力等によって大きく異なる可能性がございますのでご注意ください。
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